
１１月２２日 全校朝会（ミート） 

学習者用コンピュータを正しく使いましょう（２） 

 

５月から使い始めた学習者用コンピュータを授業でも使う機会が増えました。色々と便利だな

あと感じることがあると思います。今日は、学習者用コンピュータを正しく使いましょうという

お話をしますが、このお話は２回目です。１回目は、２学期のはじめに「ネットいじめにつなが

るような書き込みは絶対にいけません」というお話をしたと思います。 

 今日は、なりすましなどの良くない使い方に対する注意のお話です。注意されることは気分の

良いことではありませんし、自分は正しく使っているという人がほとんどです。でも、一人でも

良くない使い方をする人がいると、これもだめ、あれもだめ、と制限されることが増えてしまい

ます。だからこそ、みんなで約束を守って使うことが大事なのです。  

学習者用コンピュータはとても便利なものです。例えば、高学年では、離れた場所にいる方と

ミートでつながってお話を聞いたり、交流したりできるようになりました。今まで放送で行って

いた全校朝会もこうして顔を合わせて行うことができます。授業では、先生が用意した写真やグ

ラフなどの資料を画面で直接見ることができますし、みなさんそれぞれが作った作品をみんなで

見合うこともできます。お休みの人と一緒に授業を受けることもありましたね。学習者用コンピ

ュータで、学校の授業の様子も少しずつ変わってきています。これからも、便利な機能を活用し

て、分かる授業や楽しい授業をしていきたいと先生たちは考えています。 

 さて、学習者用コンピュータには便利な機能がたくさんありますが、使い方を間違えると困っ

たことも起こります。そこで、使い方の約束を思い出して、正しく使うようにしてほしいと思い

ます。 

 まず、学習者用コンピュータは学習以外のことに使わないということです。面白そうだから

と、良くないサイトにアクセスしたり、友達同士で遊びに使ったりすることは禁止です。誰にも

分からないようにやっているつもりでも、良くないことに使えば、記録が残るので気を付けてく

ださい。 

 また、自分のアカウントやパスワードを使うと記録に残ってしまうからと、人のアカウントや

パスワードを使って、その人になりすまして使おうとすることは、最も良くないことです。みな

さん一人一人のアカウントやパスワードは、自分を守るための、大切な個人情報ですから、人に

分かるところに書いておいたり、教えたりしてはいけません。自分になりすまして良くないこと

をされたら困りますね。自分の情報を悪用されないように守ることは、友達を信用しないという

ことではなく間違いを起こさせないように友達を守ることにもなるのです。 

 一人一人が自分の個人情報を自分で管理し、学習者用コンピュータを使うときには、学習に関

係のあることかどうか、本当に必要かどうか、よく考えて使うようにしましょう。そして、学習

で使う時にも、注意が必要です。口に出して言えないようなきつい言い方も、文字では書けてし

まうことがあります。名前を出して厳しく攻撃したりされたりして、トラブルになることもあり

ます。SNS で無責任に人の悪口を書いていじめに発展し、ニュースになったのを見たことがある

と思いますが、気づかないうちに自分も同じことをしていた、ということのないよう、みんなで

気を付けていきましょう。 

 

今日は、学習者用コンピュータを正しく使いましょうというお話の２回目でした。 


